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実施内容 

（１）英語教育の状況を踏まえた目標 

公立小学校，中学校および高等学校における英語教育実施状況調査」の結果を踏まえ，本市では，

以下の目標設定と管理を行うこととする。 

 

【高等学校】 

○教師の英語力について 

 求められる英語力を有する高等学校英語教員の割合は，本市が独自に行った調査によると、令

和 2年度では，全体の 78.9％であり，文科省が設定している目標値 75％より 3.9％高い。本市に

おいては，令和 4年度に 100％を目指しており，令和 3 年度の目標値を 95％と設定し，特に求め

られる英語力に達していない教員に対しては，希望者に対し，資格取得のための研修や取得にか

かる費用の助成を行うことにより，英語教員の英語力の向上を目指す。 

また、教員採用候補者選考試験の高等学校教諭（英語）区分志願者で、一定の英語資格を有す

る者に対し、試験における優遇措置を継続して実施し、求められる英語力を有する教員の確保に

努める。 

 

○生徒の英語力について 

 求められる英語力を有する高校 3年生の割合は，令和 2年度は全体の 30.6％であり，文科省が

設定している目標値 50％より 19.4％低い。本市においては，令和 4年度に 50％を目指しており，

令和 3年度は目標値を 45％に設定する。 

 ALT の活用や，主体的・対話的で深い学びを目指し，授業における英語を使ってのコミュニケ

ーション場面を増やすことで，英語が使える生徒の育成に努めていく。 

 

○学習到達度目標の整備状況について 

 令和元年度では，学習到達度目標を設定している学科は 16.7％，公表は 16.7％，達成状況の把

握は 16.7％であった。（令和２年度英語教育実施状況を行っていない。）令和３年度については，

新学習指導要領に向けて，各学校で学習到達度目標の作成を進めていく。 

 

○生徒の授業における英語による言語活動時間の割合について 

令和２年度ではコロナ感染症拡大防止のため授業における生徒の英語による言語活動が十分に

できない状況であった。令和３年度は言語活動時間の時間の割合を 60％と設定し，主体的・対話

的で深い学びを目指し，生徒の言語活動を充実させるために，英語教員相互の授業参観や授業研

究を行う。また，英語担当教員の授業における英語使用状況は現在 50％を超えているが，生徒に

分かりやすい説明や指示を行う工夫についても，英語教員相互の授業参観や授業研究を通して研

究する。 

 

○パフォーマンステストの実施状況について 

現在，63％の教員がスピーキングまたはライティングのいずれかのパフォーマンステストを実

施している。校内研修や研究事業や，英語教員相互の授業参観を通して，新学習指導要領の実施

に向けてパフォーマンステストを取り入れた授業を研究する。  

 

【中学校】 

○教師の英語力について 

 求められる英語力を有する中学校英語教員の割合は，令和元年度では全体の 41.1％であり，平

成 30度の 35.1％より上がってはいるが，文科省が設定している目標値 50％より，8.9％低い。本

市における令和 2年度の目標値を 45％と設定していたが、調査が未実施のため、達成したかは把

握できていない。英検準 1 級等と取得していない教員に対し、研修や検定試験の助成などに取り

組んだことにより、教師の英語力が向上していることを期待し、引き続き、令和３年度の目標値
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を 50％と設定する。 

 また、教員採用候補者選考試験の中学校教諭（英語）及び特別支援学校教諭（中学部・英語）

区分志願者で、一定の英語資格を有する者に対し、試験における優遇措置を継続して実施し、求

められる英語力を有する教員の確保に努める。 

 

○生徒の英語力について 

 求められる英語力を有する中学校 3年生の割合は，令和元年度は全体の 55.1％であり，平成 30

年度の 50.9％より上がっており，文科省が設定している目標値 50％を超えている。令和 2年度は

60％を目標値として設定していた。文科省による調査はなかったが、本市が独自で実施している

英検 IBA では、英検 3 級以上相当の児童生徒の割合は、66.2％であった。このことから、生徒の

英語力は伸びていることが推測される。 

 令和元年度に実施された全国学力・学習状況調査（「聞くこと・読むこと・書くこと」）におい

ては、本市の平均正答率は 57％であり、全国平均の 56％をわずかに上回っている。「話すこと」

においては、本市の平均正答率は 35％であり、全国平均値（参考値）よりも、かなり高い結果が

得られた。これは、長年にわたり、ALT を活用し、授業における英語を使ってのコミュニケーシ

ョン場面を増やしてきたことの効果だと考える。よって令和３年度も引き続き ALT を活用しなが

ら 4 技能を総合的に育成するよう授業改善に取り組み、英語が使える生徒の育成に努めていく。 

 また，本市が行っている「中学生英語スピーチコンテスト」の内容を見直し，令和元年度より

プレゼンを使っての発表と発表後の質疑応答を行うことにした。新学習指導要領では「話すこと

（やりとり）」の力を育成することが求められているため，校内予選を実施し，授業の中で意識

的に取り組むことができるよう，各学校に指導する。 

 

○学習到達度目標の整備状況について 

 令和元年度では，学習到達度目標を設定している学校は 100％，公表は 13.0％，達成状況の把

握は 20.3％であった。令和元年度は，本市版学習到達度目標を配布し，各学校での実態を踏まえ

て修正したものを提出することで，設定率 100%を目標とし，到達することができた。令和３年度

は，研修等で活用方法について理解させ，公表率及び達成状況の把握率を向上させる。 

 

○授業における，生徒の英語による言語活動時間の占める割合と英語担当教員の英語使用状況に

ついて 

 生徒の英語による言語活動時間の占める割合は，令和３年度の目標値を 72％と設定する。福岡

市教育センターによる英語教員を対象とした研修を実施し，4 技能を統合した授業の充実を図る

ことにより，生徒の英語による言語活動時間の占める割合を向上させる。研修内容については， 

（３）の研修の体系と内容の具体で述べる。 

 また，英語担当教員の英語使用状況については，80％を目標値として設定する。新学習指導要

領の全面実施に向けて英語の授業を英語で進めていくために，教師の英語力の向上とインタラク

ションを重視した授業の在り方について指導する。 

 

○パフォーマンステストの実施状況について 

 ほとんどの学校において，年間 2～4回のパフォーマンステストを実施している。福岡市の中学

校は，学校によって 2学期制と 3学期制をとっており，定期テストは 4～5回の設定が多い。そこ

で，定期テストとは別に学習到達度目標を活用したパフォーマンステストを実施し，その結果を

反映した評価を重視していくことを目標とする。パフォーマンステストの質，難易度や評価の方

法については，福岡市中学校英語研究会と協働して，その在り方についての研究を進めていく。 

 

【小学校】 

○教師の英語力について 

 福岡市教育センターによる研修を実施し，小学校教員の英語力向上を目指す。研修内容につい
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ては，（３）の研修の体系と内容の具体で述べる。 

 新規採用教員における一定の英語力を有する教員の割合について、令和２年度採用は、目標５％

に対し、実績も５％となり、目標達成した。令和３年度採用についても、引き続き５％を目標と

する。教員採用候補者選考試験においては、小学校教諭及び特別支援学校教諭（小学部）区分志

願者で、一定の英語資格を有する者に対する優遇措置を継続して実施し、新規採用教員における

一定の英語力を有する教員の採用を促進する。 

 

【小学校英語専科加配】 

○配置人数について 

 国による、小学校英語専科に係る加配定数措置に合わせ配置しており、初年度の平成 30年度は

12 人（20校）、令和元年度は 16 人（27 校）、令和２年度は 24人（41 校）を配置した。令和３

年度以降は、国の加配定数増員状況を踏まえた配置増を検討する。 

○配置する教員について 

中学校へのつなぎを意識した指導ができるよう、配置する教員は、文部科学省の示す一定の英

語力を有する者のうち、中学校英語の教員免許を保有する教諭又は講師とする。 

○配置校について 

本加配は、配置する専科教員の授業時数について、文部科学省から一定の要件が定められている

ため、配置校については、配置希望のあった学校の中で、一定の授業時数以上を専科教員が受け

持つことができると想定される学校のうち、配置の必要性を総合的に検討し、選定する。なお、

一定の授業時数を満たすため、２つの小学校を兼任することもあり得る。 

 

 

 

（２）（１）の目標を達成するための取組（施策の全体像と具体的な計画） 

【令和３年度】 

小・中学校 

 ○共に学ぶ小学校外国語・共に学ぶ中学校外国語 

  ①対象者：希望者 

  ②目的 ：指導の実際を知る 

  ③内容 ：新学習指導要領の理解，新教材の効果的な活用について 

  ④実施日：中８月１７日（火）、小８月２３日（月） 

  ⑤評価方法：研修後の自己評価アンケート 

  

○小学校外国語授業力ブラッシュアップセミナー 

  ①対象者：希望者 

  ②目的 ：授業を通して指導法を学ぶ 

  ③内容 ：各学年の授業参観と効果的な指導について 

  ④実施回数：５回 

  ⑤評価方法：研修後の自己評価アンケート，研修後の授業実践についての情報共有 

  

○オンライン研修（オンデマンド型） 

  ①対象者：希望者（小学校教員） 

  ②目的 ：英語運用力を身に付ける 

  ③内容 ：小学校外国語に関するクラスルームイングリッシュ等の活用を含む実践研修及び

教材研究のためのサポートコンテンツ 

  ④実施方法：各学校の校務系のパソコンを使って、必要に応じて繰り返し学習する。 

  ⑤評価方法：研修後の小テスト 
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○小学校外国語スキルアップ講座（夜間講座・リモート型） 

  ①対象者：希望者 

  ②目的 ：具体的な指導方法を知る 

  ③内容 ：演習を通して指導法を学ぶ 

  ④回数 ：３回（学期に１回） 

  ⑤評価方法：研修後の自己評価アンケート 

  

○小学校一斉教科等基本研修（リモート型） 

  ①対象者：外国語担当者または，希望者 

  ②目的 ：授業の基礎・基本について学び合い，授業力向上を図る 

  ③内容 ：各ブロックで公開される授業を視聴し，課題や改善点について協議する 

  ④実施日：９月１５日、１６日 

  ⑤評価方法：研修後の自己評価アンケート，所属校での情報共有 

  

○中学校一斉教科等基本研修（リモート型） 

  ①対象者：外国語科教員 

  ②目的 ：最新の動向を知るとともに，授業の基礎・基本について学び合う 

  ③内容 ：文部科学省教科調査官等による講義を聞き，最新の情報を得る。また，代表者に

よる授業を参観し，課題や改善点について協議する 

  ④実施日：１０月 

  ⑤評価方法：研修後の自己評価アンケート 

 

○中学校の英語教員の英語力向上研修（オンデマンド型） 

 ①対象者：希望する中学校の英語教員 

 ②目的 ：英語教員の英語力向上，生徒の英語力向上 

 ③内容 ：各自でのオンライン研修（２～３回）， 

      対象試験の受験（英語検定試験準 1級，GTEC,TOEIC） 

 

 ○校内研修支援 

  各小学校で行われる外国語授業研修において，指導案作成等の支援または指導助言を行う。 

 

 高等学校 

○教育課程説明会（福岡県主催） 

  ①対象者：外国語科教員 

  ②目的 ：高等学校学習指導要領（平成３０年３月３０日告示）について、改訂の趣旨の徹

底を図るために説明及び研究協議を行い、校内研修等を通じてこれを教員に周知

徹底し、もって本市高等学校教育の改善充実に資する 

  ③内容 ：高等学校学習指導要領に沿った指導法や評価法についての説明を聞き，それをも

とに研究協議を行う 

  ④実施日：８月上旬（令和２年度はオンラインにて動画を視聴し，報告書を提出。） 

  ⑤評価方法：報告書の提出 

  

○一年次研修 

①対象者：採用１年目の外国語科教員 

  ②目的 ：採用１年目教諭等の使命感を高めるとともに，基礎的・基本的な知識・技能を習

得させることを目的とする。 

  ③内容 ：教科研修に関しては，福岡県の県立学校等若年教員研修会に参加し，授業構想，

授業展開，授業評価と改善等に関する研修を行う。教科外研修に関しては，福岡
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市で行う。   

④実施日：全１５回（うち福岡県の研修会は５月～１１月まで計６回）  

  ⑤評価方法：研修後の自己評価アンケート 

  

○二年次研修 

①対象者：採用２年目の外国語科教員 

  ②目的 ：採用２年目教諭等の実践的な知識と技術を体得させ，教職員としての基礎的・基

本的な資質・能力の充実を目的とする 

  ③内容 ：代表者による授業を参観し，課題や改善点について協議する 

  ④実施日：各学校と調整の上決定する 

  ⑤評価方法：研修後の自己評価アンケート 

 

○三年次研修 

①対象者：採用３年目の外国語科教員 

  ②目的 ：採用３年目教諭等の課題研究を通して授業改善に取り組み，教職員としての基礎

的・基本的な資質・能力のさらなる充実を目的とする 

  ③内容 ：代表者による授業を参観し，課題や改善点について協議する 

  ④実施日：各学校と調整の上決定する 

  ⑤評価方法：研修後の自己評価アンケート 

 

○高等学校一斉基本研修 

  ①対象者：外国語科教員（校内で決定された代表者） 

  ②目的 ：高等学校における主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の在り方に

ついて協議する 

  ③内容 ：代表者による授業を参観し，課題や改善点について協議する 

  ④実施日：各学校と調整の上決定する（各学校１回） 

  ⑤評価方法：研修後の自己評価アンケート 

 

 ○海外派遣研修 

①対象者：外国語科教員 

  ②目的 ：高等学校の英語科教員を海外研修に派遣し，その体験を通して，生徒へのより効

果的な指導方法を学ぶとともに，自身の英語力のさらなる向上を目指す。また，

市立高校の英語科教員へ自身の学んだことや指導方法について研修を行うこと

で，英語科教員の指導力を向上させる。 

  ③内容 ：高等学校の英語科教員の英語運用能力をさらに高め，授業力の向上を図るために，

高等学校英語科教員等を海外派遣研修プログラムに２週間派遣し，研修を受講さ

せる。帰国後，研修効果の波及を図るため，市立高校の英語教員を対象にした研

修を実施し，英語教育の充実を図る。  

  ④実施時期：未定 

        ＊令和２年度は中止 

  ⑤評価方法：受講した教員による英語力向上研修後の自己評価アンケート  

 

○高等学校の英語教員の英語力向上研修（オンデマンド型） 

 ①対象者：希望する高等学校の英語教員 

 ②目的 ：英語教員の英語力向上，生徒の英語力向上 

 ③内容 ：各自でのオンライン研修（２～３回）， 

      対象試験の受験（英語検定試験準 1級，GTEC,TOEIC） 
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【小学校英語専科加配】 

 上記の研修に積極的に参加するように促す。また，小学校英語専科加配のみの理論研修及び実

践研修を年に２～３回実施する。 

 

 

（３）（２）を実施する体制の概要 

                            

 

 

            

                         連携 

 

    指導・助言             教育センター 

                                ・研修講座 

・夜間講座 

                                ・一斉研修 

 

                        運営・支援 

                                ・長期研修員 

                                

      指導・助言・協力依頼 

                       

全小学校での校内研修 ・校内研修支援 

  

 

研究協力校から全学校へ還元          

 

指導部 

人材育成課 

高等学校 中学校 小学校 

外部専門機関 

専科教員配置校 

各校長会 

授業公開校 

教育委員会 

 

小学校・中学校・高等学校教育課 教育 ICT課 



目標管理書 令和３年度様式 （様式２）

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 16.7 25 16.7 33 48 64
公表（％） 16.7 25 16.7 33 48 64
達成状況の把握（％） 16.7 25 16.7 33 48 64

51.6 53 64.7 65 65 65

　　○スピーキングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 3回 3.5回 3.5回 4回 4.5回
コミュニケーション英語Ⅱ 2回 2.5回 1.7回 3回 3.5回
コミュニケーション英語Ⅲ 0回 0.5回 0回 1.5回 2回
英語表現Ⅰ 0.5回 1回 0回 1.5回 2回
英語表現Ⅱ 0回 0.5回 0.5回 1回 1.5回

　　○ライティングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 0.3回 0.5回 0.3回 1回 1.5回
コミュニケーション英語Ⅱ 0.2回 0.5回 0回 1回 1.5回
コミュニケーション英語Ⅲ 0回 0.3回 0回 0.5回 1回
英語表現Ⅰ 0.3回 0.5回 0回 1回 1.5回
英語表現Ⅱ 0.3回 0.5回 0.3回 1回 1.5回

　　○スピーキングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 5回
英語コミュニケーションⅡ 4回
英語コミュニケーションⅢ 2.5回
論理・表現Ⅰ 2.5回
論理・表現Ⅱ 2回
論理・表現Ⅲ 2回

　　○ライティングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 2回
英語コミュニケーションⅡ 1.5回
英語コミュニケーションⅢ 2回
論理・表現Ⅰ 2回
論理・表現Ⅱ 2回
論理・表現Ⅲ 2回

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 62.6 63 52.9 63 63 63
69.8 75 84.6 90 95 100

⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 36.5 38 36.6 40 45 50

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 33.3 100 100 100 100 100
公表（％） 1.4 10 13 15 20 25
達成状況の把握（％） 18.0 20 20.3 25 30 35

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 60.5 64 66.7 68 72 76
スピーキングテスト（回） 10.0 10.5 12.3 13 13.5 14
ライティングテスト（回） 5.3 5.5 4.6 4.5 6 7.5

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 53.5 55 65.1 70 80 90
⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 35.1 40 41.1 45 50 55
⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 50.9 55 55.1 60 63 65

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 100 100
公表（％） 50 60 70
達成状況の把握（％） 50 70 80

独自 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値指標内容

指標内容

2018 2019 2020

2022

2021 2022

2018 2019 2020 2021

2021 2022

③パフォーマンステストの実施状況　

①学習到達目標の整備状況

福岡市教育委員会

2018 2019 2020

高
等
学
校

中
学
校

小
学
校

2021

2022
指標内容

新
課
程

2018 2019 2020

現
行
課
程

指標内容

学習到達目標の整備状況

①学習到達目標の整備状況

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％）
③パフォーマンステストの実施状況 

⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％）
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